
目標値 実績値 事業の評価 外部有識者からの意見 理由等

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

湯けむりフォーラム 戦略企画課 69,439 200 2

令和5年12月15日、16日に草津温泉においてリアルカ
ンファレンスを実施。県内外から416名が参加し、知
事×三木谷会長トークセッションや知事×河野大臣
トークセッションをはじめ様々なプログラムを実施
した。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ③地方創生に効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

リアルカンファレンスでは前年よりも多くの方が来場し、地域課題解
決のきっかけとして、一定の事業効果があったと推察される。リアル
カンファレンスの内容（有意義なアイデアなど）についてはもう少し
県民に情報発信する事が望まれる。引き続き、継続して実施していく
ことで、本事業で生まれた地方創生の新たなアイデアが群馬県の政策
に反映されることを期待する。

①発展
地域社会が抱える様々な問題解決に向け
て、時代の最先端をゆく独自のモデルや新
たな価値を生み出すことができたため。

・更にグローバルなカンファレンスへ（外国人
参加率10％以上を目指す）
・Day1 コンサートホールの集客数の増加（収
容率100％を目指す）と一般県民の要望にも応
じた一般参加枠の導入
・草津温泉全体で湯けむりフォーラムを盛り上
げ、フォーラムの知名度（プレゼンス）を向上
させるための、一般参加者(観光客を含む)向け
の湯畑周辺企画の実施
・草津温泉だけでなく、県内の温泉地と一体感
のある事業企画の実施

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

群馬デジタルイノベーションチャレンジ デジタルトランスフォーメーション課 20,629 1,403 1

DXの発想やデジタルスキルを活用して地域課題の解
決に取り組む人材（デジタル人材）の育成等を目的
として、
①高校等のデジタル関連部活動へ専門家講師を派遣
②高校生の県内IT関連企業へのインターンシップを
実施
③地域ICTクラブの開催（県内の小・中学生を対象に
プログラミングなどのデジタルツールに触れる講座
を実施）

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ②地方創生に相当程度効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

新たな取り組みとして高校生の県内IT関連企業のインターンシップを
実施するなど、デジタル人材の育成に一定の効果があったと思われ
る。デジタルスキルを身につけた子ども達は本県の未来にとって重要
な存在であるため、多くの子ども達にデジタルスキルを学ぶ機会を提
供できるよう、継続的に実施していただきたい。

②継続

・小学生から高校生までの参加者が多く集
まり、今後もさらなる需要があると見込ま
れる。
・事業に参加した学生が各種デジタル関連
の賞を受賞するなど講師派遣により質の高
いデジタル教育を提供することができてい
る。
・事業に参加している学生の活動がメディ
アに取り上げられるなど周囲に及ぼす影響
も大きい。

①県内6校の高校関連部活動への講師派遣及び
インターンシップを実施。R6年度も同様に実施
予定。
②地域ICTクラブは県内４カ所の学習支援会場
で小学生～中学生までを対象としたプログラミ
ング講座を開催。また、11カ所の群馬県子ども
の生活・学習支援会場に講座動画を提供した。
R6年度はより多くの参加者を募るため、県内5
カ所の学童クラブで実施。講師派遣及び講座開
催については昨年度同様。

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

群馬県デジタルミュージアム事業 文化振興課 63,365 100 1
県立博物館等の収蔵品のデジタルデータ化を24点実
施した。また、デジタルデータを活用したデジタル
展示をGメッセ群馬及び昭和庁舎にて実施した。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ③地方創生に効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

美術館・博物館の作品をデジタルアーカイブ化し、魅力を広く館外に
発信することは、新たな価値を創出する取り組みとして地方創生に資
するものと考える。今後は、より多くの方へ作品に親しむ機会を増や
すため、事業の周知方法を見直す事で更に効果が波及する事を期待す
る。

②継続

収蔵品のデジタルデータを活用したMR展示
等、新しい展示を実施することにより、新
たな価値創出による郷土への愛着育成に一
定の寄与があったと考えられるため、事業
を継続する。

事業について効果的な広報が実施できていな
かった。また、開催時期について、より集客が
見込まれる時期に実施できなかった。これらの
反省点を踏まえつつ、引き続き収蔵品のデジタ
ルデータ化を進めると共に、デジタル展示を実
施する。

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

子ども向け地域環境学習支援事業 環境政策課 2,176 300 1
県内各地域で開催される子ども向けの環境学習会や
イベント等に、環境アドバイザーを講師として派遣
した。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ③地方創生に効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

未来の担い手である子どもたちが環境啓発事業に参加する事は、社会
全体の環境意識の醸成に繋がり、地方創生に効果のある取り組みであ
ると考える。多くの子ども達にとって環境問題を考える機会を提供で
きるよう、継続的に取り組んでいただきたい。

②継続
「2050年に向けた『ぐんま5つのゼロ宣
言』」の達成に向けて、環境問題に取り組
む人材を育成する必要があるため。

県内各地域の学習会やイベント計10件に協力
し、子ども971人の環境学習や環境保全活動を
支援した。毎年継続して支援できるよう学習
会・イベント等の主催者との関係性を築く。

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

尾瀬の適正な利用促進と魅力発信事業 自然環境課（尾瀬保全推進室） 12,585 5,200 1
尾瀬の適正な利用促進を目的とする県管理歩道の維
持管理方策の検討や、魅力発信のための官民共創に
よる尾瀬のデジタルコンテンツ開発などを行った。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ②地方創生に相当程度効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

尾瀬の魅力を発信し、本県の魅力をPRすることで県内外からの来訪が
期待出来る取り組みであると考える。今後もPRの取り組みの幅を広げ
事業を実施することで、より多くの方が本県を訪れるきっかけとなる
よう期待する。

⑤終了
予算措置上、令和４年度から令和６年度ま
での３ヵ年の計画として実施。

令和４年度に事業の企画・検討、令和５年度に
官民共創による尾瀬のデジタルコンテンツ開
発、令和６年度は実際に当該成果品（ＶＲゴー
グル）を各種イベント等に活用することで、尾
瀬の魅力発信に繋がり、地方創生に相当程度効
果があったものと考える。

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

産業分野における教育イノベーション 労働政策課 10,000 5,000 1

既成概念にとらわれず、デジタルも活用しながら新
しい価値・ビジネスを創出できる人材の育成を目指
す「自由な発想育成プロジェクト」（始動人Ｊｒ．
育成）と、大学生等が県内ものづくり産業の潮流や
未来等を学ぶ「大学連携による産業人材育成プロ
ジェクト」（次世代産業リーダー育成講座）を実施
する。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ②地方創生に相当程度効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

「始動人Jrキャンプ」や「次世代産業リーダー育成講座」は群馬県の
新たな時代を切り開く若手人材の育成を図る取り組みとして、地方創
生に一定の効果があったと思われる。群馬県の課題と向き合う若手の
育成のため、より一層取り組みを充実していただきたい。

②継続

産業構造の変革を踏まえた群馬ならではの
未来産業の創造に対応するため、引き続
き、将来を担う若者世代を課題解決ができ
る人材として産学官で連携して育成しする
必要があるため。

県内の中高生、大学・大学院生が参加し、新た
な時代を切り開く「始動人」の育成に有効であ
り、今後も継続して実施する。

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

ものづくり産業ＤＸ推進事業
群馬産業技術センター
（地域企業支援課）

41,400 19,500 10

デジタルソリューションを実際に体験できる場とし
て群馬産業技術センターに「デジタルソリューショ
ンラボ（ＤＳＬ）」を開設し、7つのソリューション
の整備（累計19）を行い、スマートファクトリー化
を目指す県内企業をワンストップで支援した。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ②地方創生に相当程度効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

デジタルソリューションラボの見学・体験やワンストップ支援は、県
内企業のスマートファクトリー化に一定の効果があったものと思われ
る。人口減少が続く中で、県内企業の競争力の強化や労働力不足の解
消は重要な課題であるため、引き続き継続的な支援をしていただきた
い。

②継続

デジタルソリューションラボの見学企業数
153社、見学者数540名で、多くの方にソ
リューション見学及び体験をしていただく
ことができた。また、公募型共同研究やDX
補助金等、ソリューションに関連する機器
を活用した研究が12件実施され、一定の寄
与があったと考えられるため。

デジタルソリューションラボでのソリューショ
ン体験を目的に来場し、そこから技術系コー
ディネータとの顔合わせ紹介、伴奏支援につな
げることができている。ソリューションの増強
を検討し、引き続きワンストップ支援を実施す
る。

基本目標１：
群馬で暮らし始めたくなる

ぐんまで働こう！若者の活躍促進事業 労働政策課 72,134 2,200 3
学生等の県内就職と企業の人材確保をすることで、
活気ある群馬県づくりに取り組んだ。

他の都道府県からの
転入超過数

（人） -114 -941 ③地方創生に効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

学生等のU・Iターン支援は県内就職者数を増加させる取り組みとし
て、地方創生に効果があったと考える。本県にとって県内就職者数の
増加は重要な課題であり、今後全国的な人材不足の傾向は変わらない
と思われ、南関東への就職傾向は増すものと考えられる。現在の取り
組みの見直しも含めて、より有効な施策が行われることを期待する。
現状の転出超過を改善し、本県が持続的に発展をしていくためにも、
重点的に取り組んでいただきたい。

②継続
本事業を通して543人の県内就職者実績を
創出し、地方における雇用創出に一定の寄
与があったと考えられるため

利用者の利便性向上や採用活動方法の変化への
対応の観点から、引き続きオンラインを活用し
た支援を実施。また、就職者数につながる登録
者数の増加を図るため、HPやSNS等で積極的な
広報を展開する。

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

ぐんまの山岳観光推進事業 観光魅力創出課 11,799 500 1

バラエティに富んだ群馬の山々とその周辺の観光情
報を掲載したガイドブックの作成や、登山アプリと
連動したぐんまの山岳観光プロモーション業務を
行った。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ②地方創生に相当程度効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

群馬の山岳推進事業は県内外から人を呼び込む取り組みとして、地方
創生に資するものと考える。群馬の山々は魅力的な観光資源であるた
め、現状の取り組みだけでなく様々な方法でプロモーションを行うこ
とで、より観光入込客数の増加につながるよう取り組みを充実させて
いただきたい。

②継続
群馬県の大きな魅力の一つである山を活用
した観光推進事業であり、一定の事業効果
も得られていることから継続とする。

登山アプリと連動したプロモーションは、①手
ぬぐいキャンペーン応募総数8,308件、②デジ
タルバッジ獲得者23,396人となり昨年度の
14,866人から大きく上回った。今後も実施方法
を検討しながら事業を継続していく。・ガイド
ブックは、山に近い観光施設では人気が高く、
追加の送付依頼も多かった。群馬の主要な山の
掲載を一通り終えたため、今後は既刊の配布、
WEB版でのPRを継続していく。

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

Gunma　Excellence施設高度化プロジェクト 観光魅力創出課 9,610 3,000 1
Gunma Excellence施設の登録業務および各種セミ
ナー（オンライン研修会、対面研修会、個別相談）
を実施し、59施設が参加

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ③地方創生に効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

県内観光施設の外国人受入環境を向上させる事で、外国人の来訪を促
すきっかけを生み出し、一定の事業効果があったと考える。インバウ
ンド需要の拡大が見込まれていることからも、内容を精査しながら事
業を継続することで、本県により大きな経済効果をもたらすことを期
待する。

③見直し（改善）

GE制度については令和5年度に12施設が新
たに登録となり、合計82施設となり県内観
光施設の外国人観光客受入れ環境向上につ
なげてきたが、今後は環境整備だけでなく
誘客の要素もふまえる必要があるため、見
直しを検討中。

専門家による個別相談は当初の上限施設数を上
回る応募があり、Gunma Excellence施設のニー
ズに合致する事業であったと考えられる。今後
は誘客に繋げる要素もふまえ、制度の見直しを
検討中。

基本目標２：
群馬に住み続けたくなる

eスポーツを活用した産業・地域活性化事業 eスポーツ・クリエイティブ推進課 3,500 2,000 2
多世代間交流を目的としたeスポーツイベントを開催
した。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ③地方創生に効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

eスポーツを活用し経済の活性化や魅力向上を図る取り組みとして地方
創生に一定の効果があったと考える。「ぐんまeスポーツフェスタ」を
実施する事による経済効果や関連産業の発展のためにも、徐々に費用
対効果をチェックしながら徐々に民間に移管することをご検討いただ
きたい。

③見直し（改善）

当該イベントを継続していくため、県費負
担を徐々に減少し、民間からの協賛金を増
やしつつ民間自走化を目標に対応してい
く。

当該イベントを継続していくため、県費負担を
徐々に減少し、民間からの協賛金を増やしつつ
民間自走化を目標に対応していく。

 基本目標３：
 群馬で家族を増やしたくなる

不登校児童生徒等支援事業 生涯学習課 975 975 1
不登校児童生徒等の学び場・居場所の一つであるフ
リースクール等民間施設に対する財政的支援（8施設
に補助）等を実施した。

子どもを産み育てや
すいと感じる保護者
の割合

（％） 未設定 68.5 ③地方創生に効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

フリースクール等の民間施設に対し財政的支援をして行くことは、子
ども達の学びの場や居場所を確保するだけではなく、子育て支援の観
点からも重要な事業であると考える。近年の不登校児童数は増加傾向
にあり、多様な学びの場を確保することは本県にとっても重要な課題
であるため、引き続き支援を継続していただきたい。

②継続

企業版ふるさと納税で受け入れた寄附金を
基金化し、R5年度からR7までの3年間で基
金から取り崩しながら事業を実施する計画
であるため。

フリースクール等民間施設に対する財政的支援
を継続するとともに、企業版ふるさと納税（人
材派遣型）制度で受け入れた専門的人材による
経営や施設運営等に対するフリースクールへの
助言等を実施していく。

 基本目標２：
 群馬に住み続けたくなる

官民共創スペース運営・活用事業 デジタルトランスフォーメーション課 65,990 6,700 1

令和5年度は、月額会員の増加に取組み、令和5年度
末に月額法人会員91社、月額個人会員85人、交流事
業実施回数361回となった。また、NETSUGENをハブと
した、県内コワーキングスペース等とのアライアン
スを推進し、コワーキング施設23カ所と連携した。

一人あたりの
県民所得

（万円） 328.6 318.7 ③地方創生に効果があった
本事業が地方版総合戦略のKPI達
成に有効であった

令和5年度は361回の交流事業を実施し、新たなビジネスチャンスやイ
ノベーションを生み出す取り組みとして一定の事業効果があったと思
われる。今後もコスト抑制の観点を持ちつつ、多彩なセミナーや交流
事業を継続して実施することにより、NETSUGENから本県の活性化に繋
がる新たな価値が創出されていくことを期待する。

②継続

目標の会員数を獲得できたため、今後は会
員数の維持と「群馬を熱源に」というミッ
ションの下、会員間の交流促進事業や会員
の満足度向上を図っていく。

目標の会員数を獲得できたため、今後は会員数
の維持と「群馬を熱源に」というミッションの
下、会員間の交流促進事業や会員の満足度向上
を図っていく。

地方創生応援税制活用事業　事業評価シート

地域再生計画（事業）名：群馬県まち・ひと・しごと創生推進計画（群馬県まち・ひと・しごと創生推進事業）

自己評価

今後の方針外部有識者からの評価
事業実施後の振り返り・今後の方針等

地方版総合戦略の位置付け
（基本目標）

個別事業名 担当課
事業費

（千円）
寄附額

（千円）
寄附件数
（件）

事業内容（実施結果）

指標

KPI


